
1 研究の動機

昨年度の研究で「独立の法則」を確かめたとき
疑問点があった。それは、シロメダカとアオメダ
カに雄が現れず雌ばかりだったということである。
文献で調べると、赤色色素胞をつくる遺伝子Ｒは
Ｙ染色体上にのっている遺伝子である。Ｒ遺伝子
を持たないシロメダカとアオメダカからは雌ばか
りになることがわかった。これを「限性遺伝」と
いうこともわかった。文献にある「限性遺伝」に
従うと、シロメダカの雄やアオメダカの雄は存在
しないことになる。しかし、現実に存在すること
から、もう一回「限性遺伝」を確かめたい。
理論から考えると、シロメダカの雄とは、赤色

色素胞をつくるＲ遺伝子がのっていないＹ染色体
を持つ個体である。このシロメダカ雄と野生メダ
カ雌を交配させて、Ｆ1,Ｆ2をとるとどうなるか。
昨年度の結果と同じか。交配表をもとに体色を考
えていくと、その体色に対して雌雄の表れがちが
うものになりそうだ。このようなことから、平成
15、16年度にかけて、「限性遺伝」の解明確認を行
いたい。
昨年まで２年間でやってきた交配は、次のよう

になる。（表１）
表1

平成15年度と平成16年度にかけて、この限性遺
伝の解明・確認を行いたい。（表２）
表2

2 研究内容

（1）２つの実験群を計画した。まだ、研究は中間
の段階である。
①　第一実験群・・・少ないシロメダカ雄とア
オメダカ雄を増やし、手元にあるシロメダカ
とアオメダカをさらに組み合わせて交配させ、
子メダカの体色と雌雄の出現を調べた。

（平成15年4月～6月に実施）
Ａ実験（アオメダカ同士の交配）
Ｂ実験（シロメダカ同士の交配）
Ｃ実験（アオメダカ雄とシロメダカ雌の交配）
Ｄ実験（アオメダカ雌とシロメダカ雄の交配）

表3
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7 メダカの限性遺伝の解明
──雄により孫世代４体色の雌雄が変わる──

〈 〉

イ　結果

・ホテイアオイの方が二酸化炭素の吸収効率が
劣るという結果になった。

（5）ホテイアオイを使って白い紙を作成する。
＊水を汚さないで
ア　実験方法
①　うきの部分の皮をむき日光に当てて乾
燥させる。それをミキサーにかけ、紙す
きわくで紙を作成する。

②　①同様にして、ミキサーにかける。ド
ロドロになったうきの部分を、「水切りご
み袋」に入れて水で洗う。

イ　実験結果
①　乾燥させた時は白っぽくなったが、ミ
キサーにかけると茶色に変わってしまっ
たが、結果的に茶色い紙ができた。

②　何度も洗ったが、緑色が薄くなるだけ
で出来上がった紙は緑色になってしまっ
た。

ウ　参考実験
①、②の結果により、思い通りの白い紙を
作ることができなかったが白い紙を作りた
かったので漂白剤を使ってみた。その結果
白いしっかりとした紙を作成することがで
きた。

4 研究のまとめ

・重さによる水質浄化能力の差は、亜硝酸、硝
酸、リン酸について差がみられた。

・成長速度のついては重さと関係があり、重い
ほど成長が早いことがわかった。

・二酸化炭素の吸収効率は他の植物と比較して
みてホテイアオイに顕著な能力があるとはい
えなかった。

・丈夫な紙の作成は可能であったが水を汚さな
いで白い紙を作ることはできなかった。

5 感想

今回の研究では、ホテイアオイのもつ浄化作用
について、水質と大気にテーマをあてて調べまし
た。重さや、二酸化炭素濃度等の条件設定を心が
けて行いましたが、結果にばらつきがでてしまい、
信頼度の高いデータを得ることができなかった実
験もありました。今後は、条件を統一して精度の
高いデータが得られるよう工夫して実験を行いた
いと思います。また、紙づくりについても継続し
て実験を行っていきたいと思います。
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イ　シロメダカ雌とF1雄の交配
理論通りにいけば、４体色だがそれぞ
れ雌雄が限定されて出現するはずである。

（表10）

3 実験の経過

（1）第一実験群は、遺伝子型ではシロメダカbbrr、
アオメダカBbrr（BBrrはでない）である。
Ａ実験・・B brry×B brrという組み合わせに

なり、アオメダカとシロメダカの出
現比は3：1になっている。

Ｂ実験・・bbrry×bbrrとなり、これからはす
べてシロメダカが生まれた。一つの
純系の種「シロメダカ」として固定
できた。

Ｃ実験・・B brry×bbrrの組み合わせなので、
アオメダカ、シロメダカが半々に、
雌雄もそれぞれ半々になった。（理論
通りである）

Ｄ実験・・bbrry×B brrという組み合わせにな
り、C実験と同様に、アオメダカ：
シロメダカが1：1の割合で出現し
た。

（2）第二実験群
Ａ　中心実験
ア　F1の稚魚はすべて野生メダカと同じ
黒である。

イ　F2の確認は16年の4月頃の予定であ
る。

Ｂ　検定交配
ア　8月14日から開始した。４体色で雌雄が

1：1の出現が期待できる。現在採卵中で
ある。

イ　４体色だが予想値は、黒♀：青♂：赤
♀：白♂＝1：1：1：1で、現在採卵、育
成中である。

4 研究の中間まとめ

平成14年度にまとめた研究で、メダカの体色が
メンデルの法則に従っていることを実験した。そ
の後、雌雄のデータを加えて考察等を進めた結果、
メダカの体色は「限性遺伝」という特殊な遺伝も
していることを知った。
しかし、私はすでにいないはずのシロメダカ雄

とアオメダカの雄を手に入れていた。この珍しい
メダカを14年度から増やしてきた。メロメダカ雄
と野生メダカ雌を親にして交配し、孫世代まで育
てて体色および雌雄の出現を確かめてみることに
した。昨年までやってきた交配は、シロメダカ雌
と野生メダカ雄がもとの親だった。この雌雄が逆
になることで、どんな違いが出てくるか。限性遺
伝の理論に従って考えていくと、全くちがう現れ
方をすることが予想される。しかし、メンデルの
法則にはあてはまっている。
中心実験アでは、予想通り出てきたF1はみな野
生色だった。

5 研究をしてみての感想

今後Fの色と雌雄の割合を調べたり、２種類の検
定交配の結果を比較し、「限性遺伝」の確認・考察
を行っていきたい。また、「光るメダカ」はきれい
だと思うが、遺伝子を勝手に組み替えて、別の種
を作り出すことはいけないことだと思う。更にア
オメダカの純系種も固定したい。
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（表4） 表7

表8

②　第二実験群・・・親メダカをシロメダカ雄
と野生メダカ雌として交配させ、F1、F2をと
り、交配表の通りにF2が４体色で出現し、各
体色の雌雄の比率も理論通りになるかを確認
する。

（平成15年5月～平成16年夏まで）
Ａ　中心実験
ア　シロメダカ雄と野生メダカ雌の交配
（F1の育成）
イ　F1同士で交配（F2の分離確認）

Ｂ　検定交配
ア　シロメダカ雄とF1雌の交配

交配図は表９のようになり、４体色で雌雄が
それぞれ出てくるはずである。

（表9）
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（表5）

（表6）
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不明1 不明1 不明16 不明2 不明18

不明11 不明11



イ　シロメダカ雌とF1雄の交配
理論通りにいけば、４体色だがそれぞ
れ雌雄が限定されて出現するはずである。

（表10）

3 実験の経過

（1）第一実験群は、遺伝子型ではシロメダカbbrr、
アオメダカBbrr（BBrrはでない）である。
Ａ実験・・B brry×B brrという組み合わせに

なり、アオメダカとシロメダカの出
現比は3：1になっている。

Ｂ実験・・bbrry×bbrrとなり、これからはす
べてシロメダカが生まれた。一つの
純系の種「シロメダカ」として固定
できた。

Ｃ実験・・B brry×bbrrの組み合わせなので、
アオメダカ、シロメダカが半々に、
雌雄もそれぞれ半々になった。（理論
通りである）

Ｄ実験・・bbrry×B brrという組み合わせにな
り、C実験と同様に、アオメダカ：
シロメダカが1：1の割合で出現し
た。

（2）第二実験群
Ａ　中心実験
ア　F1の稚魚はすべて野生メダカと同じ
黒である。

イ　F2の確認は16年の4月頃の予定であ
る。

Ｂ　検定交配
ア　8月14日から開始した。４体色で雌雄が

1：1の出現が期待できる。現在採卵中で
ある。

イ　４体色だが予想値は、黒♀：青♂：赤
♀：白♂＝1：1：1：1で、現在採卵、育
成中である。

4 研究の中間まとめ

平成14年度にまとめた研究で、メダカの体色が
メンデルの法則に従っていることを実験した。そ
の後、雌雄のデータを加えて考察等を進めた結果、
メダカの体色は「限性遺伝」という特殊な遺伝も
していることを知った。
しかし、私はすでにいないはずのシロメダカ雄

とアオメダカの雄を手に入れていた。この珍しい
メダカを14年度から増やしてきた。メロメダカ雄
と野生メダカ雌を親にして交配し、孫世代まで育
てて体色および雌雄の出現を確かめてみることに
した。昨年までやってきた交配は、シロメダカ雌
と野生メダカ雄がもとの親だった。この雌雄が逆
になることで、どんな違いが出てくるか。限性遺
伝の理論に従って考えていくと、全くちがう現れ
方をすることが予想される。しかし、メンデルの
法則にはあてはまっている。
中心実験アでは、予想通り出てきたF1はみな野
生色だった。

5 研究をしてみての感想

今後Fの色と雌雄の割合を調べたり、２種類の検
定交配の結果を比較し、「限性遺伝」の確認・考察
を行っていきたい。また、「光るメダカ」はきれい
だと思うが、遺伝子を勝手に組み替えて、別の種
を作り出すことはいけないことだと思う。更にア
オメダカの純系種も固定したい。

─　　　─93

（表4） 表7

表8

②　第二実験群・・・親メダカをシロメダカ雄
と野生メダカ雌として交配させ、F1、F2をと
り、交配表の通りにF2が４体色で出現し、各
体色の雌雄の比率も理論通りになるかを確認
する。

（平成15年5月～平成16年夏まで）
Ａ　中心実験
ア　シロメダカ雄と野生メダカ雌の交配
（F1の育成）
イ　F1同士で交配（F2の分離確認）

Ｂ　検定交配
ア　シロメダカ雄とF1雌の交配

交配図は表９のようになり、４体色で雌雄が
それぞれ出てくるはずである。

（表9）

─　　　─92

（表5）

（表6）

不明17 不明1 不明18

不明1 不明1 不明16 不明2 不明18

不明11 不明11


